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1は じめに

近代教育における基本的な問題は国民の基本

的権利としての学習権を成立させることであっ

た。そのために,各 国は国民に対 して義務教育

制度という形で国の教育権を成立させて きた。

この時期における教育問題は,主 にその教育権

の及ぶ範囲の問題であるとともに,国 民自体が

自らの学習権 を権利 として認識する時代への移

行に伴って生 じて きたと言うことがで きる。 し

かしなが ら,民 主主義的イデオロギーの広 まり

に伴い,国 民が自らの基本的人権としての学習

権を自覚 し,そ れを拡充する過程において様々

な問題が生 じて きたものが教育問題であると考

えることができる。つ まり,国 家の教育権 と親

の教育権のバランス,さ らには,そ れらの教育

権と子 どもの学習権の対立矛盾 は0個 人として

の権利 と国家としての権利の問題に繋がってい

く。

ルソー(J.J.Rousseaua I712～1778)が 児童

中心主義教育思想を展開 したのも,彼 の時代は

絶対王政か ら近代民主主義社会への移行期とい

う歴史的転換期の社会情勢においてあらわれて

きた歴史的必然性の成果の一つであるという考

え方 もできる。ルソー以降,教 育思想史におけ

る児童中心主義的傾向があらわれ発展 してきた

のは,国 家の教育権 に対 して親の教育権の成立

か ら個入の学習権の拡大に伴った結果であると

言うことがで きる。個人の権利 としての教育 と

いう考え方の広 まりは,個 人の 自由と平等とい

う相矛盾する人間の本質から生 じる教育問題へ

と繋がっていく。個人の自由を最大限に尊重す

ることによって弱肉強食状態があらわれ,平 等

を最大隈に尊重することによって国家主義的状

態があらわれて くる。現実に人類が地球上にあ

らわれて以来21万 年の歴史において,他 の動物

から明確に区別された人類史をつ くり上げてき

た営みの基本的性格は弱肉強食状態か ら弱者救

済状態への恒常的・漸進的な移行過程 とみなす

ことがで きる。このような過程は人類 の文化の

発展の特徴である 「人間らしさ」「大人 らしさ」

「子 どもらしさ」 という社会的人間関係 ・役割

の成立 としてあ らわれてきた。このような 「…

らしさ」 と教育の関係,さ らには,そ のような

「…らしさ」づ くりの過程 としての教育のあ り

方その もののなかにある教育問題発生の構造に

ついて考察 していきたい。

本論文では，このような人間存在のもつ自己

矛盾を分析 し，現実の教育問題に対する対応の

あるべ き方向性について焦点を当てていきたい。

2近 代社会化に伴 う教育思想の変化

（1)自 然に成立する人間教育

生理的早産三として生まれて くる人間は,誕

生と同時に育児 という形での教育 を必要とする。

ここにカント(1.Kant,1727～1804)の:r　 :4教育

学講義』 における 「人間は教育 を必要とする唯
一の被造物である　2）」という言葉の基本的意義

が存在 している。人間は存在の本質として教育

を必要とするがゆえに,教 育の基本は子 どもの

本質に従って行われなければならないのである。

つまり,人 間教育は自然に成立して くるのであ

る3}。それゆえ,乳 幼児期の生活環境はその成

長 ・発達に大 きく影響することは否めない。

自然に成立する入間教育とは,「人間らしさ」

一11一



近代民主主義社会の発展に伴う教育間題発生の構造

に応 じた環境 を維持 ・発展させることによって

成立する。それは母性愛に基づ く育児の重要性

を示す原理であるc母 親が自らの子どもに対 し

てもつ愛情 は,人 間という種の本能によって裏

付けられているi≧。それゆえ,人 間教育は近代

公教育制度という国家による教育が成立する以

前の人類の発生 と同時に始 まっていたと想像さ

れる。つまり,あ らゆる私教育は母親の母性愛

に裏打ちされた本能的活動である育児を基礎に

して進められ,入 間としての諸能力を育成して

い く教育であり,自 然に成立する入問教育であ

ると言 うことができる。近代公教育制度が成立

するまでの時代においては,こ のような自然に

成立する人間教育が家庭教育を中心にして行わ

れていたc

　 このような状態は近代国家の成立 と発達に

伴って国家の中央集権化が進み,国 の教育権 と

いう発想が成立するにつれて家庭教育における

入聞教育的要素が変化 しだした。つまり,そ れ

までの家庭教育が特別な教育意図によって成立

す るというよりも,日 常生活における親子の愛

情 を基礎にする共同生活での相互模倣によって

成立する入問教育がその質を変えるようになっ

てきたのである。そのような状態がさらに進ん

だのが,産 業革命によると言うことがで きる。

　近代公教育制度は近代社会の成立 ・発展 と,

それに伴 う産業革命 という経済的要素の重要性

の増大(社 会的必要性)か ら生 じる読み ・書

き ・算 という基礎教育 を,国 家発展の観点と近

代国家における分業社会の始まりに対応すべ き

家庭教育の必要性に合致させるところに成立 し

てきた。つまり,公 教育とそれまでの私教育の

必要 とするものの一致点において成立 ・発展 し

て きたものが公教育制度であった。この時期か

ら,自 然に成立する人間教育 としての家庭教育

の衰退が徐 々に始まったのである。

(2)社 会のための教育

　近代社会の進展に伴って,個 々の入間は既存

社会に適合するために家庭で自然に成立 してい

る入間教育だけでは十分ではない状況が生 じて

きた。このような家庭教育からの必要性 と近代

国家の発展 という公教育からの必要性が相侯っ

て社会のための教育(既 存社会適合の教育)の

重要性が高まってきた。つまり,人 間が成長 し

一人前の入間として大入になっていくことが,

既存社会において何 らかの職業に就 き,社 会的

役割を演 じることと並行 して進んでいく社会状

況があらわれてきたのである。

　それゆえ,既 存社会に適合するための教育は

既存社会を発展させるための教育(い わゆる社

会のための教育)で あると同時に,人 間の社会

性及び社会的役割を担える能力の育成という教

育の側面 をももつようになってきた。社会的役

割を担 うための教育は,そ の社会の歴史的役割

を前世代か ら次世代へ と伝達する文化 としてあ

らわれて くる。そのような世代間の文化伝達 こ

そが,既 存社会の維持 ・発展を成立させてきた

のである。

　入間の成長 ・発達がその社会に適合すること

と並行して進められるか らこそ,社 会のための

教育 は同時に個人のための教育 としての側面も

常に備えていなければならない。そこに機能的

教育6}の意義もあらわれて くる。社会生活に必

要な機能を習慣的に身に付けてその社会内での

生活をよりスムーズに行えるようにする機能的

教育 は,社 会そのものの発展 に寄与すると同時

に個々人の既存社会適合に有効 に機能す るので

ある。それゆえ,社 会のための教育は社会的存

在であるという入間に不可欠の要素であると言

うことができる。

　 この機能的教育は年長世代か ら年少世代への

文化伝達 という側面をももつ。世代間の文化伝

達は既存社会の発展を実現 し,年 少世代に属す

る個k人 を既存社会に適合させるのである。人

間の成長 ・発達が社会化の過程であるがゆえに,

社会のための教育は同時に個人のための教育で

もあると二側面をもち,そ のバランスを維持す

ることが教育の発展に求め られるようになって

きたのである。

(3>個 人のための教育

　個 としての人間が成長 ・発達 し,社 会化を遂

げつつ既存社会に適合するのは,そ の適合する

べ き既存社会の文化 を習得 し,そ の社会の発展

のために貢献することによって実現する。人間
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は明確 に自己意識をもつ社会的動物であるため,

機能的教育だけではこの明確な自己意識の育成

には十分 とは言えない。個々人の明確な自己意

識 を発展させ るためには,個 入のための教育が

必要不可欠なのである。

　 というのは,現 実社会において 「個入のため

の教育(hdivldualbildu簸g)と 社会のための教

育(Sozialbildung)の 対立は,よ り深い概念で

ある国民のための教育(VolksbildUR9)に よっ

て解消する7コ ものであって,そ れは対立では

な く,国 民 という人問存在が必要とする個人と

しての側面 と社会構成員とい う側面を同時に満

たす存在でなければならない人間の特徴を成 り

立たせるものでなければならないか らである。

それゆえ,個 人のための教育は社会のための教

育と同時に行われ,明 確な自己意識をもつ社会

的動物 という入間の特殊性を構成するのである。

人間教育は入問の個入性 と社会性の二側面にか

かわるものであるがゆえに,そ こに,人 間らし

さがあ らわれて くる。社会のための教育が機能

的教育として自然に成立 して くるが,個 人のた

めの教育は何 らかの意図的教育による部分が大

きい。

　個性伸長の教育は個 々の人間の固有の性質で

ある個性を十分把握 したうえで,そ の個性に必

要な教育的はたらきかけが行われるわけである

からこそ,意 図的な教育が一般 に行われるので

ある。このような近代社会の教育がつ くり出 し

てきた教育思想が児童申心主義教育思想なので

ある。近代社会の進展 とともに,民 主主義の広

が りとそれに伴う児童中心主義教育思想は教育

にとって不可欠の要素 になった。

　個人のための教育 という考え方が一入ひとり

の人間の学習権を保障 し,民 主主義社会の成

立 ・発展に寄与 してきたのである。

(4)近 代社会が必要 とする 「… らしさ」構造

　近代社会は個々の人間が 自らの存在の尊厳を

前提にしつつも,社 会全体の発農を目指そうと

する。一人ひとりの人間が社会構成員 としてそ

れぞれの役割を演 じつつ,自 らの立場の独 自性

をあ らわす ことができるのが,近 代社会である。

近代社会においては,そ れぞれの入間が自らの

立場 を確立 し,社 会全体の機能に何 らかの形で

かかわ りうることが理想的状態であると言うこ

とがで きる。そこで,必 要 になって くるのが

「… らしさ」構造である。

　一人ひとりの入間は個性 をもつ存在であ り,

個性 とは個々の独 自性である。 しかも,人 間は

社会の維持 ・発展に何 らかの役割を演 じている

のであるから,そ の社会 における役割にはそれ

ぞれの立場か らの 「…らしさ」 というものがあ

らわれて くる。明確な自己意識をもっている人

間は。 自らの立場の独 自性と社会的構成員とし

ての共通性 を共にもたなければならない。そこ

に 「人間らしさ」があらわれてくる。「『人間ら

しさ』 というものは人間の本質そのものから生

じる特徴である。 しかしなが ら,人 間の本質そ

のものに二律背反的要素が含まれている門 の

である。

　 「入間らしさ」に二律背反的要素が含まれる

のは,人 間の緬性の要素がすべて相対立する二

側面をもつことに由来している。 とりわけ,人

間の発達にかかわることに関 しては,そ の基礎

において個人性 と社会性 という二律背反がある。

個人性 と社会性は人間の成長 ・発達の二側面で

あるが,成 長 ・発達に伴い個人性 と社会性が発

達するということは,自 らの自己意識における

矛盾が増大することに繋がる。この二側面ゆえ

に生 じる人聞の矛盾 は人間の特徴 を構成 し,

個々の人間の個性(… らしさ)は 個人性 と社会

性のバランスのあらわれであると言うことがで

きる。それゆえにこそ,人 間の個性を尊重する

近代社会においては,「 … らしさ」が重要な人

間の立場 を示す ものになってくるのである。ま

た,教 育はそのような 「… らしさ」を育成する

ことをその重要な目的にしているのである。

(5)人 間社会の特徴の基礎原理 としての道徳

　 このような個々人の個性を尊重する近代社会

において,そ の個人のもつ二律背反という矛盾

の克服ルールとして道徳が必要になって くるの

である。道徳はそれぞれの社会固有の歴史と文

化の成果としてあらわれてくるものである。そ

れゆえ,普 遍妥当的倫理学や普遍妥当的教育学

の成立を否定 したシュライエルマッハー(F.D.
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E.Schleiermacher,1768～1834)は 「社会生活

(Gemeinleben)と 個入の生活 との間の関係に

ついて,そ れが善の理念に最 もよく一致するよ

うに,普 遍的な ものが定め られ ないならば,

我々はいかなる普遍妥当的なものをも,立 てる

ことはできない`"Jと して,道 徳的ルールの普

遍妥当性 を否定している.

　 シュライエルマ ッハーが道徳や教育の普遍妥

当性 を否定 したのは,道 徳や教育が極めて現実

的有効性 をもつことが求められ,実 際社会にお

いて有効に機能することの重要性を認めていた

か らである。つまり,道 徳 とは現実社会を具体

的に運用 してい くための基礎 ルールであ り,し

か も,法 律のように外的拘束力によって運用 さ

れるのではな く,そ の社会の歴史や文化に基づ

いてその社会構成員の主体的自制ルールとして

自ら尊重する文化的価値の総体という特徴をも

つのである。

　それゆえ,道 徳は歴史や文化を重ん じる社会

においては,比 較的安定している傾向にある。

それに対 して,多 様な情報が氾濫 し歴史や文化

を尊重しない(現 代社会のような)社 会におい

ては,価 値観の多様化が顕著になり,時 には価

値観の混舌し 道徳的衰退 した退廃的社会に向か

う傾向がある。このような社会においては,人

間社会の特徴の基礎原理 としての道徳自体が成

立 しない状況が起こりつつあると言うことがで

きる。

　道徳は自らの歴史と文化 を尊重する社会にお

いて,必 然的に成立 してくる。戦後 日本社会は

第二次世界大戦の敗戦によって自らの国家の歴

史と文化を否定 し,す べて新 しい価値観を取 り

込 もうとする自虐史観によって教育が進められ

ている。その結果,日 本古代史の研究は他の国

の古代史研究に比較 して極めて遅れた状態にあ

ることは否めない1°)。このような現状にある日

本社会において,道 徳的混乱が起 こっているこ

とは必然的現象 と言わざるをえない。

　入問社会の特徴の基礎原理 としての道徳が現

在 日本において危機的状態になることが,様 々

の教育問題の根本に存在していることを忘れて

はならない。道徳は法律のように外的強制力を

もたないが.そ の影響力の及ぶ範囲内での社会

構成員が自発的に守るべ きルールであり,そ の

社会で生活すべ き社会構成員 としての共通意識

を構成する原理である。それゆえ,そ の社会で

生 まれ育ち,そ の社会に愛情 と誇 りをもち,そ

の社会で生活すべ き構成員になるために,そ の

社会にある道徳を教育することは世代間の教育

の重要な内容である。

　教育問題が多発 して くる根本原因は,こ のよ

うな道徳が新 しい情報の氾濫す る社会の急激な

変化によって混乱 し,世 代間の教育的関係(親

子関係,教 師 ・生徒関係,世 代関係等)が 揺 ら

ぐことに基づいている。

　以上のような観点か ら,現 代社会の教育的混

乱の根本原因が明らかになって くるが.こ こで,

現代社会そのもの分析を行 うことにする。

3　 現代社会における個人 と社会のバランス

(1>個 人の権利 と社会的義務

　近代社会は近代国家の成立の当初にあった絶

対王政か ら個々の国家構成員の権利を徐々に拡

大す る民主主義国家への過程によって進化を遂

げてきたと言 うことがで きる。民主主義国家は

その基本原理 として個人の権利の拡大を多数決

原理に基づいて実現 してきだD。 それゆえ,近

代の歴史において個入の権利を拡大することは,

社会の改善を進めることである場合が多かった。

しか しなが ら,21世 紀の社会において,個 々人

の基本的人権が確立 し,個 入の権利は過剰状態

にな りつつある。そこで生 じて くる新たな問題

がある。つま り,現 代社会においては,個 人の

権利の拡大そのものが個人における利己主義化

傾向に繋が り,そ のような社会全体における利

己主義化傾向の歯止めが必要になりつつある。

　現代社会は個人の権利 と社会的義務 とのバラ

ンスにおいてその民主主義 を維持 していこうと

している。それは個人の権利を優先することに

よって生 じる社会的不平等の克服が必要だか ら

である。個入の権利を優先的に守ろうとするこ

とによって,社 会は弱肉強食社会になる。これ

は人間界を含めて 自然界の摂理である。人間界

はこのような弱肉強食を弱者救済 という人間界
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の道徳原理に近づけるために道徳をもつのであ

る。入間社会において社会的義務が生 じて くる

のは,人 間社会における人問の能力の差の克服

のために,弱 肉強食的要素 を弱者救済的方向に

導 く入間界の基本原理である道徳のあらわれで

あると言うことができる。

　 しかしなが ら,そ のような外的強制力をもた

ない道徳だけでは,社 会の弱者救済を十分に実

現できない12)。そこに外的強制力を伴 う法律の

必要1生があ らわれて くるのである。

　とりわけ,近 代社会を常に覆ってきた資本主

義的傾向は個々人の利己主義化を促進するイデ

オロギーとして現代社会全体に広 まり続けてい

る。このような利己主義的イデオRギ ーの広ま

りは。結果的に入問社会を自然界 と同様の弱肉

強食社会に逆戻 りさせることに繋がるのである。

近代民主主義社会は個人性 と社会性のバランス

の上に成立 しなければならない。そのバランス

をとるために個々人の権利の拡大が図られてき

たのであるが,現 代社会は燗人性の肥大化によ

り社会性が衰退 し,そ の結果として,利 己主義

的イデオロギーが広まることになった。

　現在 こそ,社 会における立場や役割 を自覚す

る本来の社会的存在としての人問のあ り方が間

われるべ き時である。

(2>「 … らしさ」から生 じる社会的役割の意義

　社会における立場や役割 を自覚するというこ

とは,自 己意識における個人性 と社会性のバラ

ンスをとるところに成立 して くる。個人性 と社

会性のバ ランスが とれてい る状態 こそ,「 … ら

しさ」があ らわれて くる状態である。「… らし

さ」は社会的規制のあらわれであるが,そ れが

強制されていない場合,道 徳によって導かれる。

「… らしさ」が法律によって強制される絶対主

義政治においては,強 制 される 「…らしさ」で

ある。しか し,現 代民主主義社会のように,道

徳によって導かれる 「…らしさ」は,社 会の道

徳的秩序が成立する基礎条件であると言うこと

ができる{3>。

　道徳によって導かれる 「… らしさ」こそ,現

代民主主義社会において個人性 と社会性のバ ラ

ンスをとる重要な要素 になる。「… らしさ」は

自己意識において.内 面からの欲求と外部から

の強制によって徐 々に形成 されていく。つまり,

教育的有機体である入問が環境か らの影響や教

育的はたらきかけを受けつつ,自 己形成するこ

とによって徐々にあらわれて くる。それゆえ,

「… らしさ」を外的にのみ強制することはでき

ないのと同様に,自 らの欲求のみで形成するこ

ともで きない。「… らしさ」は明確な自己意識

をもつ社会的動物である人間だけが もつ性質で

あると言うことができる睡。それは 「…らしさJ

が人間社会における個k人 の役割を外的にも内

的にも規定するものであるからである。

　 「…らしさ」 を否定する考え方は,近 代社会

の成立過程にある時代において,一 般人民が権

利を習得 しつつある社会において,そ の過程の

状態 を固定化することを恐れた時代錯誤的な考

え方に起因するﾟ変 化 ・発展の過程にある社会

において。「…らしさ」を固定化することはそ

の社会の発農その ものを停止 させることに繋が

る危険性がある。 しか しながら.現 代社会にお

いては,「 … らしさ」こそ,社 会的秩序 を維持

する道徳の基礎原理であると言うことができるis}。

　年長世代が年少世代に対 して文化を伝達する

ことによって既存社会を維持 ・発展させること

は,こ の 「…らしさ」を伝 えることを基礎にし

ている。親は子に対 して日常生活習慣や常識を,

身をもって伝える基礎原理 も 「…らしさ」であ

る。「… らしさ」は社会における個人の立場 と

役割 を示す ものであり,年 長世代が行 う道徳教

育の基本 目標である1G。

　世代間の文化伝達 というシュプランガー(E.

Spranger,::～1963)が 行った教育の定義は.

主に道徳教育に関するものであると考えられる。

既存社会を維持 ・発展させてい く価値体系 とし

ての文化を次世代に伝達 していくということは,

その価値体系に則って生活することが次世代の

人聞を既存社会に適合 させ るとともに.既 存社

会 自体を発展 させることに繋がるのである。そ

のような既存社会の立場に立ち,役 割を演じる

ことこそが,そ の人間の 「… らしさ」を成立さ

せ ることになる。それゆえ,「 … らしさ」 とは

世代 間における文化伝達が順調に実現 し,次 世
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代の人々が既存社会に適合しつつ,社 会そのも

のを発展させることに寄与している状態におい

てあらわれて くるのである。

　それゆえにこそ,「 … らしさ」を否定する社

会は,価 値観が混乱 し道徳的混迷の社会であ り,

さらに,そ の結果 として多様な教育問題が発生

して くる社会(ま さに,不 確実性の社会)な の

である。

(3>社 会適合における個性の役割

　入間が既存社会に適合するのは,人 間が社会

的動物であ り,そ の資質が教育によって形成さ

れてい くからである。ただそのような社会適合

のための資質 自体が個々の人間の自己形成 に

よって実現 されてい くのであるから。そこに,

個性があらわれてくることになる。つま り,社

会的動物である個々の入聞の社会性 自体が個別

的性質をもちなが ら実現してくるのである。社

会へのかかわ り方は個h人 によって異なるので

ある。そこに社会適合における個性があらわれ

て くるのである。既存社会の価値観を肯定的に

受け入れなが ら既存社会に適合する場合 もあれ

ば,既 存社会の価値観を否定的に批判 しなが ら

も既存社会に適合する場合 もある。それゆえ,

人間社会は様々の変化の要因を含みながら,発

展 を遂げてい くのである。

　人間社会への適合はすべての人間において同

様の形式で実現 してい くわけではないか らこそ.

人間社会自体 も多様な社会構造をもつ ものがあ

らわれて くるのである。子 どもか ら大人への変

化が社会適合の実現形態に応 じて変化するの も,

その社会適合 自体がそれぞれの人間の固有の 自

己形成によって実現されるからである。その 自

己形成自体が既存社会全体の影響に応 じて実現

してい くのであるか ら,「われわれが個々人 を

そのような全体性(Gesamtheit)と 考えるなら,

個々人は全体の課題(Gesamtaufgabe)を 意識

している程度に応 じて性格 をもっていることに

なる。そ して,こ のような意識がその人におい

て指導理念(die　 leitende　Idee)な のである圭7り。

それゆえにこそ,既 存社会への適合自体が個性

的に実現されていくのである。

　教育は既存社会への適合を個々入の個性に応

じた方法で実現 してい くことが必要であ り。そ

の意味において,意 図的な教育的はたらきかけ

の%C　 条件は被教育:者の 自己形成の状況把握で

あ り,そ れができる最適の立場 にいるのが母親

なのである。母親が第一の教育者であるのは,

生理的早産として生まれてくる入間において特

に大 きな意義をもつ と言 うことができる。母親

は自らの子 どもの個性を最 もよく知 りうる立場

にいるのであ り,子 どもの社会適合に対する第

　 _.f-一=一'[-i任者でなければならない。それは母親が子

どもの個性形成に最も直接的にかかわれる立場

にいるからである。

　 また,そ れぞれの社会の特徴になるものや国

民の特徴 となるものは,そ の社会や国を構成す

る人聞の集合体としてあらわれてくる。それゆ

え,「 国民的な特徴(Eigent�lichkeit)が 個

人的な特徴の写 しになり,個 人は自己自身の特

色(Gepr臠e)を.そ れに押 し付けるis.,Jので

ある。個々入の社会適合 における個性の集合体

がその社会や国家の特徴 となってあらわれてく

るのである1㌔

(4)社 会構造を成立 させ る世代意識

　 それぞれの社会における歴史や文化が,年 長

世代から年少世代に伝達される過程において,

年少世代は年長世代 を信頼 し,尊 敬する。この

年少世代か ら年長世代への信頼 と尊敬こそが,

年少世代の年長世代に対する模倣欲求を成立さ

せ,そ こに文化伝達が行われる。世代間の文化

伝達は,年 長世代の教育者的立場か らの主体性

によって成立 しているというよりは,年 少世代

の被教育者的立場からの主体性 によって導かれ

た模倣欲求によって成 り立つ と言うことができ

る。い くら強制的に年長世代が文化を伝達 しよ

うとして も,そ れを年少世代の側が受け入れよ

うとしない場合.世 代間の文化伝達は成立しな

い。つまり,社 会構造を成立させる世代意識は,

年少世代か ら年長世代 に対す る信頼 と尊敬 に

よって成立す るのである。

　 この場合,特 に教育問題は起こりえない。教

育問題が多発状態にある現代 日本社会は,世 代

問の関係が成立 しにくい状況が至る所 にあ らわ

れて きているのである。文化伝達を成立させる
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社会構造は,年 長世代 としてのプライ ドとその

プライ ドに導かれる年少世代の年長世代に対す

る信頼 と尊敬の感情でなければならない。その

ような年少世代の年長世代に対する信頼と尊敬

の感情は,社 会の歴史と文化に対する高い評価

に基づいて成立 して くる。つ まり,社 会構造を

成立させる世代意識はその社会の歴史と文化を

高 く評価 し,そ の価値 を次世代 に伝えることの

重要性を年長世代 自身が認識 していなければな

らないz°g。

　現代 日本社会の若者 は,自 国の歴史や文化を

不当に低 く評価 し,そ れに比べて他国の歴史や

文化を高 く評価す る傾向にある。その結果,日

本の年長世代に対する信頼 と尊敬の感情をもち

にくい状況が至る所 にあらわれている。

　以上のような意味において,現 代 日本社会の

現状は社会構造を正当に成立させる世代意識が

極めて希薄な状態 にあると言わざるをえない。

4　 子 どもの意識 と大人の意識の変化

(1)大 入になりきれない大入の増加

　年少世代の年長世代に対する信頼 と尊敬の感

情が成立しにくい状況が至る所にあらわれてい

る現代 目本社会において,大 入にな りきれない

大人が急激に増えている。

　 「子 どもは未来(Zukunft)の ためにではな

く,現 在(Gegeawarの のなかで完全に生活し

ている2胃 のであって,大 人は未来のために生

きている。それゆえ,「 あ らゆる教育的はたら

きかけは(jede　 p臈agogische　 Einwirkung)は,

一定の瞬間(bestimmter　 Moment)を 未来の

瞬間のために犠牲にするもの としてあらわれて

くるzz;。それゆえ,教 育を受けて大人となっ

た者は,常 に未来志向性 をもっているべ き存在

である。大人になりきれない大人とは,年 齢的

には年長世代に属 しているはずの人間が,そ の

意識において未来志向性 をもちえず,現 在志向

性の状態にあると言 うことができる。そのよう

な大入は教育 によってさまざまの知識や技術を

習得 しているにもかかわ らず,自 らの主体的意

識において自らの行為 を未来 とのかかわ りか ら

その必要性 を感 じて決定で きず,誰 か他者か ら

のア ドバ イスをそのまま受け入れてしまい,行

動の結果がいかなるものであるかを考えず,そ

の結果は自分とは関係ないという幼児的発想を

する。

　この ような大人が増えて きているのは,教 育

的はたらきかけの本質であるス トレスを与える

ことを回避する社会的傾向から来ている。児童

中心主義教育思想に導かれた支援の教育 と,カ

ウンセリング理論に導かれたス トレスから解放

することの心理学的意義によって,教 育の本来

の意義が見失われつつあることの結果であると

言うことがで きる。

　教育 とは知識や技術を習得 させるという実質

陶冶的意義と同時に,そ れらの知識や技術を習

得する過程において人間が もつ様々の能力を発

達させ る形式陶冶的意義をもつものである。こ

の形式陶冶的意義は常にス トレスを伴 うもので

ある。

　現代の学校教育では,ス トレスを回避するた

めの教育として支援の教育を重視 しているので

ある。その結果 いつまでたって も,未 来志向

性をもつことができない人が増えてきているの

である。未来志向性の基礎は現在の欲求を自制

するところに成立 してくる。現在の欲求を自制

することは,子 どもにとって大きなス トレスで

ある。このようなス トレスか ら回避する教育こ

そが支援の教育であり,そ の結果.ス トレス耐

性の育成(教 育の形式陶冶的意義)が 行われな

いままで大人になる人々が増えているのである。

フリーターやニー トはまさにこのようなス トレ

ス耐性 の欠如した状態で大人になり,そ のよう

な未来志向性をもてないことを 「自分探 し」と

いう美名のもとにごまか し,自 らのフリーター

やニー トとしての生活 を 「モラ トリアム」とし

て自己満足で解消 しようとしているのである。

これ らの大人になりきれない大人の増加は,支

援の教育 とゆとりの教育の負の成果である蹄。

(2>ス トレス耐性の退化

　 日本型ニー トは大入になりきれない大人の典

型である。未来志向性 という基本的性格をもっ

ているべ き大人の年齢 になっても,大 人として

既存社会における役割を担わず,そ の時々の欲
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求 を満たす ことのみに終始する典型的な現在志

向的生 き方をするニー トは誤った児童中心主義

教育(支 援の教育)の 負の成果であると言うこ

とができる。子どもの主体性 と自己活動を尊重

しようとする支援の教育の問題点は,主 体性 自

体が 自然にあ らわれて くるものである とい う

誤った人問観に起因している。主体性 は様々の

自己欲求 とそれが満たされないときのス トレス

によって育成される。そのス トレスを回避する

支援の教育によっては主体性の育成は起こりえ

ない。現代社会はス トレス社会 と一般に言われ

ているが,人 類の歴史のなかで現代社会ほどス

トレスの少ない社会はない鐘。ただス トレス耐

性のない人々が増えたために。少ないス トレス

にも耐えられない結果,現 代社会はス トレス社

会であるとする考え方があらわれて くるのであ

る。

　教育は本来子 どもにス トレスを与えることに

よってス トレス耐性 を養うという形式陶冶的役

割 をもっている。この点が軽視 されているのが

現在の誤った児童中心主義教育(支 援の教育)

である。真の児童中心主義教育は,子 どもの主

体性 を尊重するためにその主体性 自体を育成す

ることも.そ の視野に入れたものでなければな

らない25き。真の児童中心主義教育には,子 ども

の主体性 を尊重するためのス トレス耐性の育成

(訓練的教育)が 含まれなければならない。

　現代 日本社会においては,ニ ー トだけでな く,

ス トレス耐性の欠けた入間が激増 している。

2009年 の公立小中高教員および特別支援学校の

教職員91万7,000人 のうち,0.94%に あたる8,627

人が休職中であり,そ のうち精神疾患を理由と

する休職は1・ ・人で病気休職の6割 強を占め

るとされている2%こ のような実態は教育現場

の混乱ぶ りを示すと同時に,教 員自身のス トレ

ス耐性の退化現象のあらわれでもあることも否

めない。教師 としての立場に対する自己認識の

希薄さは,問 題教師に共通する性質である。年

長世代を代表すべ き親や教師が自らの立場や役

割を十分認識す ることができていないことが,

世代間の教育を危うくしている第一原因である。

教育問題の基本的原因はこのような世代意識の

希薄化現象にあると言わざるをえない。

(3>世 代意識の希薄化現象

　年長世代 も年少世代も自らの世代意識が希薄

化 している原因について考察す る。これには,

戦後日本社会の経済的発展に伴う経済至上主義

的イデオロギーの広まりがある。この経済至上

主義的イデオロギーの広 まりは,個 々入のレベ

ルでは利己主義化傾向 としてあ らわれてきてい

る。いかなる問題 も経済的損得勘定で捉えよう

とする傾向は,世 代間の相互信頼 と相互尊敬の

意識を失わせてしまう。

　年長世代が年長世代 としての立場 と役割を認

識せず,大 人にな りきれない大人 となっている

ために,年 少世代にいる子 どもはそのような大

人に対 して信頼や尊敬の感情 ももちえないため,

結果として,文 化伝達が成立 しないのである。

つまり,世 代間の教育的関係が成 り立たないの

である。

　 このような状態は,教 育現場においても,教

師のことを 「先生と呼ばせ ない」教育指導が行

われている例からも窺われる27'。学校教育は基

本的教育を行 うべきところである。 とりわけ,

[f_F代意識の教育は学校教育で最 も重視されなけ

ればならない。十分な世代意識の教育が行われ

ないことが,学 級崩壊 という教育問題 を引 き起

こす原因になっている。教師に対する信頼 と尊

敬の感情があれば,そ の教師がいかに問題教師

であっても,学 級崩壊は起こらない28t。つまり,

世代意識の希薄化現象が従来気づかれなかった

教育問題の基本的構造の吟味を必要とする事態

を招いているのである。

5　 教育問題の質的変化

　従来教育問題は教育実践において生 じてきた

取 り除くべ き問題 あるいは,改 善すべ き問題

としてあらわれて きた。しか しながら,教 育が

入間の個人性と社会性 を伸長させるためのはた

らきかけであるとするならば,そ こには,必 然

的に教育問題は生 じて くるものであるというこ

とになる。例えば,い じめ,不 登校,学 級崩壊

という典型的な教育問題29》は,人 間の成長 ・発

達の過程で生 じる個人性 と社会性のバランスの
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崩れを基本的要素にもつ問題である。そのよう

な問題は,入 間の成長 ・発達 とのかかわりであ

らわれて くるという本質を踏 まえれば,教 育問

題に直面 し,そ れに思い悩むことか ら育成 され

る能力 もあることは確かである。

　 この ように考えると,従 来行われてきたよう

な教育問題の取 り扱いは,必 ず しも教育的で

あったとは言 えない。単純 に教育 問題を解決

(犯入探 しや原因探求 とい う形での解決)す る

のではな く,教 育問題に直面することによって

養われる能力を教育的に育成することこそ,教

育問題に対する教育的対応でなければならない。

教育問題が人間の成長 ・発達の基本的構造 に起

因するものであるなら,そ の問題を封 じ込める

のではなく,そ の構造 に沿った形で能力育成を

図ってい くことこそ,入 問形成に基づ く教育と

いうことになる。教育問題こそ,そ の時代の教

育状況を直接反映するものであるか ら,積 極的

な利用 ・対応が求められるのである。

　 しか しながら,現 実の教育現場においては,

教育問題は解決するべ きものであ り,そ の対症

療法的取 り組みにのみ終始 し,教 育問題 と教育

実践 とは全 く別の次元で取 り扱われている。

　入間の成長 ・発達はその人間が実際に生活す

る社会状況に大 きく影響される。 しかも,大 人

になってからも,人 間は常に自己形成するわけ

であるから,こ のような社会状況を無視 した教

育は現実的効果をあらわすことは難 しい。教育

問題が時代 とともに変化 してい くのは,そ の社

会状況の変化に応 じて人間が変化 していかなけ

ればならないか らであ り,そ のような教育問題

を一定の理念か ら解決するという形ではな く,

その教育問題の構造から社会状況の変化 を察知

し,教 育に取 り込んでい くという臨機応変な対

応が求められるのである。

　現代 日本社会の様々の教育問題は,日 本社会

の経済至上主義的傾向と過保護社会的傾向とい

う二つの特徴的傾向に起因している。 しか しな

がら,教 育現場での教育の中心はゆとり教育の

結果生 じてきた学力低下問題 を契機に,基 礎学

力の充実 を基本にした 「生 きる力」の育成が取

り上げられている。これからの不確実性の時代

において 「生きるカ」とは,人 生においていつ

いかなる不確実な障害が発生することがあって

も,そ れに的確に対応する能力であ り,そ のよ

うな能力の基礎にはス トレス耐性がなければな

らない。予測不可能な出来事が起 こった時,そ

れに対応するためには,そ の出来事 を正面か ら

受け入れるス トレス耐性 は必要不可欠な要素で

ある。 しかしなが ら,文 部科学省はこのス トレ

ス耐性の育成については全 く触れていない3°。

　何が起 こるかわからない今後の世界において

自らその課題を発見し,解 決するための確かな

学力を成立させるには,そ のような不確実な出

来事に対峙 した時に怯 まないス トレス耐性こそ,

「生きる力」の基礎でなければならない。その

ス トレス耐性を育成するために教育問題を積極

的に捉えることは不可欠の条件になって くる。

教育問題 こそ,今 後のス トレス耐性育成の絶好

の機会である。 しかも,そ のような教育問題に

対する対応策を教育するためのス トレス耐性育

成こそ,教 育的対応であると言 うことがで きる

のである。
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　　道徳的混乱 と文化破壊の危険性 を含む思想で

　　あると言わざるを得ない。

16)学 校 の道徳教育については,集 団生活のルー

　　 ルと家庭での道徳教育の修正 とい う課題のほ

　　かに,倫 理的価値 に繋がる道徳教育の理念的

　　側面が大 きな位置 を占めている。
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19)こ れ こそが国民性 と呼ばれるものである。国

　　民性 はそれぞれの国民の歴史や文化の集合的

　　性質である。

20)こ の ような意味において,戦 後Q本 の教育は

　　明らかな誤 りを犯 してしまった。第二次大戦
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21)　C.Platz:a.　 a.　o.,　S.51.

22)　C.Platz:a,　 a.0.,　S.53.

23)こ の ような支援の教育の負の成果を,企 業側

　　はうま く利用 し,非 正規雇用労働者が全労働

　　者の40%に 達する状態 にまです ることによっ

　　て入件費節約方策に利用 していることも否め

　　ない事実である。

24)現 代社会は科学技術の発展 により,従 来不可

　　能であったことが可能にな り,Q　 が伴 った

　　 ことが容易 にで きるようになっている。 さら

　　に,従 来得 られなかったような快適 さや便利

　　 さを常 に求める社会になって きている。 この

　　 ような快適 さを求める社会こそがス トレス社

　　会と呼ばれる理由は,そ のような社会におい

　　て,人 間はます ますス トレス耐性をもたなく

　　なるからである。

25)ル ソーが児童中心主義教育思想 を唱えた晴,

　 　消極教育 と合自然の教育を主張 している。こ

　　れは当時のアンシャンレジームの社会状況に

　　おける一般大衆のス トレス状態を前提に主張

　　 された考え方であ り,現 代 日本社会において,

　 　同様の趣旨に基づいて行われる支援の教育は

　　誤っている。

26)2010年12月25日 　 読売新聞参照。

27)人 聞関係における平等は,物 理的平等 とは異

　　質の ものである。 この点 を理解 しないで,

　 　誤った平等観に立つ教師がいることも否定で

　　 きない。

28)も ちろん学級崩壊 と学級王国の どち らが自然

　　の状態かを判断することは,必 ず しも簡単な

　　問題 とは言えない。学級崩壊が起 こる以前の

　　学校では,学 級王国の状態が一般的であ り,

　 　常識的状態であったために,そ れに対する疑

　　問を抱 くものはなかった。 しか しながら,子

　　 どもの本来の姿か ら考えれば.学 級王国は学

　　級崩壊以上に異常な状態である。

29)い じめについては,い じめに対す る耐性育成

　　の教育が求められ,不 登校については,社 会

　　化のス トレス耐性の教育が求め られ,さ らに,

　 　学級崩壊については,集 団内における仲間意

　　識の育成の必要性が求め られなければならな

　　 い0

30)ゆ と り教育を文部科学省が唱えた時 も,具 体

　　的な教育実践 を示 さなかった。
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